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1．はじめに  
 近年、湖沼などの閉鎖性水域では富栄養化による水質悪化や景観の劣化が問題となっ

ており、対策の一つとして植物を用いた水質浄化手法である水面栽培法が注目されてい

る。これは植物が水中の栄養塩を吸収しながら生長する特性を利用したものであるが、植

物の生長特性と水質環境との関係を明らかにした研究は少ない。特に、栄養塩の吸収特性

と植物の成長パターンを同時に解析する研究は限られている。そこで本研究では、栄養塩

吸収能に優れるハナカンナを対象植物とし、水質条件と成長量および栄養塩吸収量との関

係について検討し、水面栽培における植物の有効

利用に向けた基礎的知見を得ることを目的とし

た。  
 
2．実験概要  
 やや富栄養な条件を想定し、異なる水質条件を設

定した水槽（A〜D）を用いて実験を行った（図 1, 
2 参照）。各水槽には 4 株ずつのハナカンナを浮体

上に植栽し、2022 年 7 月 7 日〜11 月 16 日の期間、

原則週 1 回の観測を行った。測定項目は草丈、根

丈、葉の総面積、栄養塩（NO₃⁻-N、PO₄³⁻-P）濃度

であり、葉面積等は各水槽ごとに平均値を算出し

た。栄養塩濃度は観測日の水替え前後に採水し，後

日水質分析で濃度を求めた。観測場所は屋上であ

り、建物による影の影響はほとんどなかった。なお、

水槽内の溶存酸素（DO）濃度の制御は行わず、自

然条件に委ねた。これにより、実際の屋外環境に近

い形で植物の挙動を評価した。  
 
3．結果と考察  
3-1．ハナカンナの成長特性  

葉の総面積の経時変化を図 3 に表す。ハナカンナ

の成長度は D＞B＞A≒C の順であり、窒素濃度が

成長を制限する主要因と考えられた。また、異なる

水質条件であっても窒素 24mg/L・リン 12mg/L の

条件と、本実験の水槽 D（図 2）ではピーク時の葉
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図 2 各水槽の水質条件  
Fig. 2 Nutrients condition 

図 1 実験水槽  
Fig. 1 Experimental equipment 

図 3 葉の総面積の変化  
Fig. 3 Change in total leaf area 
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面積がほぼ同等（約 6000 cm²）であったことから、

窒素 12～18mg/L かつリン 1.08mg/L 以下の範囲

で良好な生育が可能と示唆された。これは水質浄

化を目的とした植物選定や設計において有効な基

準となる可能性がある。  
3-2．栄養塩吸収の動向  

NO₃⁻-N 吸収量を図 4、PO₄³⁻-P 吸収量を図 5 に

示す。どちらの吸収量もともに、初期設定された

栄養塩濃度に比例して増加する傾向がみられた。

また、地上部が枯れ始める 10 月以降においても

吸収は継続しており、成長期と比較しても高い値

を示した。特に NO₃⁻-N では吸収量のピークが遅

れて現れる傾向があり、これは根の活動の継続性

を反映している可能性がある。 
3-3．栄養塩吸収量と葉面積増加量の関係  

図 6、7 に各栄養塩吸収量と葉面積増加量の関

係を示す。NO₃⁻-N、PO₄³⁻-P ともに吸収量と葉面

積増加量に正の相関が認められた。ただし、同程

度の葉面積増加量でも吸収量に差が見られる点か

ら、葉面積以外にも栄養塩吸収に影響する要因が

存在することが考えられる。今後は植物体の成分

分析や根系形態の詳細な観察などを通じて、吸収

メカニズムのさらなる解明が必要である。 
4．まとめ  

本 研 究結 果よ り、 ハナ カ ンナ は窒 素 12～

18mg/L、リン 1.08mg/L 以下の条件下で良好に生

育し、窒素が成長の制限因子となることが示され

た。また、葉面積増加量と栄養塩吸収量の間には

一定の相関がある一方で、吸収量には成長とは無

関係な要素も含まれる可能性が示唆された。今後

は植物体自体の詳細な分析を通じて吸収機構の全

体像を明らかにしていく必要がある。本研究成果

は、水面栽培法の実用化や効率的な水質改善技術

の構築に資する基礎的知見として有用であると考

えられる。  
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図 4  NO3-N 吸収量の変化  
Fig. 4 Change in NO3-N absorption 

図 5 PO4-P 吸収量の変化  
Fig. 5 Change in PO4-P absorption 

図 6  NO3-N 吸収量と葉面積増加

量の関係  
Fig. 6 Relationship between NO3-N 

absorption and leaf area increase 

図 7  PO4-P 吸収量と葉面積増加

量の関係  
Fig. 7 Relationship between PO4-P 
absorption and leaf area increase 
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